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　「生まれ育ったまちのような居心地の
良さを感じました」と笑顔で話す岩本さ
ん。気仙沼市出身で結婚を機に、栗原市
に移住しました。
　学生時代から仲間と音楽活動を楽しん
できましたが、東日本大震災の被災地で
音楽を通じた慰問活動をきっかけに、音
楽は人と人をつなぐ大切な役割を持って
いると改めて実感しました。
　そうした想いを胸に、地域のにぎわい
の１つである、くりこま夜市に関わる中
で、音楽の要素がないことに気づき、音
楽を取り入れた企画を始めました。
　くりこま夜市に、バンド演奏やDＪな
どの新しいイベントを積極的に取り入れ
たところ、栗駒地区の六日町通り商店街
が持つ昭和レトロな雰囲気と現代の若者
に響く場づくりが、人々の心を見事につか
み、回を重ねるごとに活気づいています。
　「子どもからお年寄りまで、誰もが楽
しめる場にすることで自慢できる田舎を
つくりたい」と語る岩本さん。今年も６
月から始まるくりこま夜市をこれまで以
上に、にぎやかな音と笑顔があふれる場
にしようと、挑戦が続きます。
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音楽で広がる　くりこま夜市の新しい形

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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岩本　裕子　さん（栗駒四日町）

　４月１０日（金）、高清水幼稚園と保育所で
入園、入所式を行いました。
　式典では、１人１人の名前が呼ばれ、元気
いっぱいに返事をした子どもたち。期待に胸
を膨らませ新しい生活が始まりました。

笑顔と希望、ドキドキ感を胸に




